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１． 研究目的 

本研究では動詞「招く」を中心とした〈事態を

発生させる動詞群〉を対象に,現代日本語動詞の意

味拡張を考察する. 具体的な行動や動作を意味す

る動詞が,意味拡張の結果「原因 A が事態 B を発

生させる」という意味を持つ場合がある. 因果関

係であればなんでもこの意味で表せるというわけ

ではなく,別の動詞が同じような「因果関係に基づ

いて事態を発生させる」という意味を持つにもか

かわらずそれぞれの動詞には意味の差が見られる.

この事態を発生させるという意味拡張には,元と

なる具体的な行動や動作の意味や拡張した他の意

味が大きく関わっていると思われる.よって,〈事

態を発生させる動詞群〉である「呼ぶ」「招く」「も

たらす」という 3 つの動詞を,動詞それぞれが持

つ意味と,「因果関係に基づいて事態を発生させる」

意味の関係を考察し,籾山(2021)『［例解］日本語

の多義語研究認知言語学の視点から』が提唱した

統合モデルにより多義構造を明らかにすることが

本研究の目的である. 

 

２． 研究実施内容 

動詞「招く」の意味拡張を分析するにあたり,ま

ず拡張した意味について,先行研究から 2 点の課

題が見られた.森田良行（1989）『基礎日本語辞典』,

小泉保他（編）（1989）『日本語基本動詞用法辞典』

などの先行研究では「招く」は①抽象的な意味の

場合はマイナスの意味を表す文で使われる,鈴木

智美(2009)「「呼ぶ」と「招く」の意味分析―その

多義的意味とコロケーションについて―」,夏海燕

(2017)『動詞の意味拡張における方向性―着点動

作主動詞の認知言語学的研究』などの先行研究で

は②1「人を招待する」という意味の中に 2「人を

ある役割のために招待する」意味があるとされて

いる点である． 

①については(1)のような物に関して抽象的な

意味で「招く」を用いる際にプラスの用例が見ら

れることに注目した． 

（1）この壺が幸せを招きます．（作例） 

「物・行為と事態が因果関係を持つことの説明

と,実践の推奨を目的とする媒体」として「スピリ

チュアルアイテム解説本」というジャンルに注目

し,〈事態を発生させる動詞群〉の実例観察,内省

判断調査により意味分析を行った．「スピリチュア

ルアイテム」は本研究において,次の様に定義した．

「物 A を持つ/大切にする/所有する」などの行動

X(壺)を,行動の主体が状況・状態 Y(幸せになる

状態)と関連付けて考え,「行動 X が状況 Y を発生

させた(壺が自分を幸せにさせた)」と判断する際

の,物 A(壺)にあたるものである．このジャンルで

は「招く」「呼ぶ」「もたらす」がほとんど同じ意

味で使用されること,かつガ格の名詞が因果関係

に影響を与えないため,「もたらす」と共起するヲ

格と「招く」と共起するヲ格を比較することで「招

く」の特徴を分析することが出来た． 

その結果,先行研究では「プラスの例も確認でき

る」で留まっていた記述に「マイナスの事態であ

れば招けるというわけではなく,「招く」を使う際

には具体/抽象・プラス/マイナス問わず必要にな

る要素がある」という指摘を加えた． 

要素は次のようなものである．「招く」の中心的

な意味である「動作によって人を近くに来させる」

の「動作による合図」や「招き手が管理する場に

呼び寄せる」といった要素が拡張した意味にも影

響し,「何らかの合図・約束があること」「外部か

ら内部への移動を伴うこと」という要素が拡張し
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た意味にも必要になる． 

また,②についても,仁田（2010）「多義性を有す

る用言についての二三の考察：Lexico-Syntax の姿

勢において」『語彙論的統語論の観点から』の概念

を元に,人を招待する意味の際に必要となる格と

人を役割のために招待する意味の際に必要となる

格が異なることから,この二つは別義として捉え

られることを指摘した． 

小泉保他（編）（1989）『日本語基本動詞用法辞

典』はこの 2 つの意味について次の様に記述して

いる． 

1「［人・組織］｛が/は｝［人］を［催し・活動・

所］に招く」 

2「［人・組織］｛が/は｝［人］を（［職務・役割］

｛に/として｝）（［所］に）招く」 

仁田（2010）は「その動詞が可能体としてある

種の名詞句を取りうるといった,潜在的な能力と

しての名詞句との共起関係」に注目して多義的別

義を認定する考え方を示した． 

仁田（2010）に基づくと共に,1 の意味では招か

れた者の移動や参加が注目されていることに対

し,2 の意味では招いた者が見込んだ招かれた者

の特定の能力が注目されていることから,1と 2は

別義として捉えることを指摘した． 

 

３． まとめと今後の課題 

このことから,本研究は「招く」の意味には①「招

く」の中心的な意味である「動作によって人を近

くに来させる」の「動作による合図」や「招き手

が管理する場に呼び寄せる」といった要素が拡張

した意味にも影響し,「何らかの合図・約束がある

こと」「外部から内部への移動を伴うこと」という

要素が拡張した意味にも必要になること,②1「人

を招待する」という意味と 2「人をある役割のた

めに招待する」意味の格体制が異なることから 1

と 2 が別義であることの 2 点を指摘した． 

今後は,今回可能になった実例に即した意味記述

を統合モデルで記述することを課題とする． 
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